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　2014 年 11 月 15 日からの 25 日間、私は神奈川大学
非文字資料研究センターの若手研究者として、中国の浙
江工商大学東亜研究院を訪問し、浙江省図書館に収めら
れている、文禄の役に明国の援軍を率い、朝鮮を救援し
た経略宋応昌の関連史料を調査・収集しながら、杭州市
内の宋応昌に関する史跡を探した。
　まず、11 月 15 日から 17 日にかけて、上海復旦大学
文史研究院の主催する第二回「周縁から見る中国」国際
シンポジウム「朝鮮通信使文献を中心に」に参加し、日・
中・韓三国の 15 人の研究者の発表を聞いた。尚且つ、
関周一・黄修志両先生と意見交換を行った。
　11 月 20 日に、杭州に在る浙江工商大学東亜研究院に
到着し、正式に今回の訪問研究を始めた。此度の訪問先
の浙江工商大学東亜研究院は中国に在る有数な日本歴史
文化研究の重鎮である。王勇氏や陳小法氏を代表とする
研究者達は、東亜研究院で長い間中国の日本歴史文化研
究と日中文化交流の事業を進めている。今回、副院長陳
小法先生の協力を頂き、自分の調査活動が順調に展開し
た。
　11 月 21 日以降、私は毎日浙江省図書館に行って、当
館の地方文献室に収蔵されている、杭州に関わる地方志
類の史料を調べ、宋応昌に関する記録を探っていった。

結果、歴代の浙江省志の中
で宋応昌についての一番早
い記事が、1735 年に完成
された雍正『浙江通志』に
存在することを確認した。
その他に、清末の代表的な
杭州蔵書家と地方文人丁丙
の撰する杭州の街市沿革史

『武林坊巷志』の中で宋応
昌の旧居についての記事を
探り出した。
　その間の 11 月 26 日に、陳先生と共に、杭州「北高峰」
の山麓に在る金魚井村で宋応昌の墓所の調査を行ってい
た。残念なのは、ここ数十年来の開発のため、現地の明
清時代の墓所が殆ど消え、既に地元村民達の墓園となっ
ていたことである。調査はこの一日に留まらず、11 月
27 日には、自ら伝宋応昌故居の所在地の「孩児巷」（が
いじこう、現在杭州市下城区孩児巷）を調査し、彼の功
績を謳て建てられた「経略
華夷」牌坊（ぱいぼう）の
遺跡を調べた。結果、26 日
の調査と同じように、1950
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名前 派遣先 派遣期間

張　子平 浙江工商大学　日本文化研究所 2014年11月20日 ～ 2014年12月10日

小泉　優莉菜 フランス国立高等研究院　東アジア文明研究センター 2014年12月22日 ～ 2015年 1月11日

鍋田　尚子 中山大学　中国非物質文化遺産研究中心 2014年10月20日 ～ 2014年11月9日

松下　里織 サンパウロ大学　日本文化研究所 2014年 9月24日 ～ 2014年10月13日

程　亮 ブリティッシュコロンビア大学　アジア学科 2014年10月17日 ～ 2014年11月3日

胡　穎 北京師範大学文学院　民俗学与文化人類学研究所 2014年12月23日 ～ 2015年 1月7日

新垣　夢乃 漢陽大学校　東アジア文化研究所 2015年 1月13日 ～ 2015年 1月26日

浙江工商大学東亜文化研究院訪問
研究後記

張　子　平
（歴史民俗資料学研究科　博士後期課程）
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せた。倉石が亡く
なった後、子弟書
を含む彼の蔵書は
全て東京大学東洋
文化研究所に移管
され、「倉石文庫」
となった。
　澤田瑞穂（1913
‐2003）の旧蔵は、
現在早稲田大学図書館の「風陵文庫」に所蔵されている
が、ここにも子弟書のテキストが含まれている。澤田は
風陵書屋主人の号を称し、風俗文学の研究家として『宝
巻の研究』等の著書を残している。早稲田大学図書館所
蔵の子弟書は、主に澤田の旧蔵である「風陵文庫」のも
のである。
　子弟書のテキストが
現在まで保存されてき
たのは、多くの風俗文
学研究者や愛好者のお
かげである。彼らの旧
蔵は今日ではほとんど
が公私立の図書館に移
管され、中には散逸し
てしまったものもある
が、我々は彼らの貢献
を決して忘れてはなら
ない。
　この 21 日間は、私にとって、慌ただしくも充実し、
収穫のある日々であった。
　横浜は美しい景色に囲まれ、神奈川の人々は人情味に
溢れていた。

※弾詞　　中国明代・清代以降現代まで江蘇・浙江を中心に行わ
れる語り物の一種

んは事細かに調査のスケジュールを立ててくださった。
面談の度に譚静さんには流暢な通訳をしていただいた。
そして、非文字資料研究センターの先生方と学生たちは
いつも暖かく接してくださった。楽しく収穫に満ちた今
回の研究訪問の旅は、私にとって一生忘れられない貴重
な経験である。
　訪問最後の日の夜明け、私は名残惜しい気持ちと共に
宿泊先の国際寮、神奈川大学、白楽駅、横浜港を後にし
た。またこの美しい国との再会を期待している。

の話型分類に関わる研究成果について詳しく説明してく
ださり、その上、関敬吾の話型に基づいて改訂した『日
本昔話の型』という著書を下さった。交流の時間は短かっ
たが、私の学術研究は啓発を受け、先生の研究に対する
姿勢から多くを学ぶことができた。
 　三週間の時間はまたたく間に過ぎ去った。味わい足
りない気分だったが、「さよなら」を言わなければなら
ない時が来た。訪問中、私の心の琴線に触れたことが数
多くあった。小熊先生はご多忙中にもかかわらず、伝統
的な日本料理を食べに連れていってくださった。彦坂さ

　神奈川大学非文字資料研究センターの支援のおかげ
で、幸いにも私は神奈川大学が提供する学術交流の機会
を得、漢陽大学からの交換研究員として、2015 年 1 月
26 日から 2 月 15 日まで 21 日間の訪問研究を行った。
　21 日間という短い間だったが、東京大学、早稲田大学、
東洋文庫、神奈川大学など、東京を中心に、日本で古典
籍が所蔵されている重要な機関を訪れ、文献一冊一冊に
目を通した。
　日本の学者たちは、子弟書について詳しい論述を展開
しているのみならず、大量の文献の発掘に努め、さらに
は、多くの子弟書に関する資料を出版している。民間に
新しい文体が現れた時代に、西洋の文学観を取り入れた
日本の学者たちは、西洋の観念を以て東洋文学を捉える
ことで、一般民衆の間で流行した戯曲や小説、ロマンス、
弾詞（※）などを人文学研究において欠かせないもので
あると考えた。日本で所蔵されている中国伝来の子弟書
の刊行は、比較研究において大変価値のあるものだ。長
澤規矩也（1902‐1980）と倉石武四郎（1897‐1975）の
旧蔵は、現在東京大学に収められ、「双紅堂文庫」及び「倉
石文庫」となっている。東京大学東洋文化研究所双紅堂
文庫所蔵の戯曲の鈔本と曲本の一部は復刻出版され、読
者の要望を満たしてくれている。その中には多くの子弟
書が含まれており、波多野太郎（1912‐2003）によって『子
弟書集』に収められ、復刻出版されている。
　長澤規矩也は、1932 年から 1972 年の間に 6 回にわ
たって中国を訪問し、北京の書店にて各種曲本を大量に
購入している。長澤個人が所蔵していた数千冊の戯曲小
説は、1950 年代に東京大学東洋文化研究所に買い取ら
れ、「双紅堂文庫」が設けられた。さらには、「双紅堂文
庫分類目録」が編まれている。
　倉石武四郎は、1920 年代末、京都帝国大学助教授時
代に北京に留学、中国古典籍を大量に購入した。さらに、
馬廉らとの親密な交流から俗曲文献の収集にも関心を寄

思い出の 21日間
咸　瓔　恩
（漢陽大学校）
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伺った。年末はヴァカンス期間と重なったこともあり、
高等研究院自体は閉館していたが、指導教官であるキブ
ルツ先生により、研究院へ入館するパスワードと鍵をお
借りすることで、自由に研究院へと入り、資料調査をす
ることができた。また、パソコンや印刷機も自由に使え
るよう許可していただき、当初の予定よりも資料調査を
進めることができた。
　しかし、調査終盤である1月7日に世界を驚かせたシャ
ルリー・エブド社への襲撃事件が起きてしまった。各施
設や、交通機関が厳重な警備体制となる中、調査をおこ
なうこととなった。
　国と国、文化と文化、そして、信仰と信仰の対立と摩
擦によって引き起こされた今回の事件を、偶然にも現地
で体験することとなった。そこからは、かくれキリシタ
ン信仰も様々な歴史的・社会的背景のもと、現在の姿を
残しているのだということを再認識することとなった。

のパリ・ミッション教会によって設立された教会が長崎
県の大浦天主堂であり、その後、日本キリスト教史にお
ける重要な出来事である「信徒発見」がおこなわれたの
もこの大浦天主堂である。
　パリ・ミッション教会は再布教活動を大変熱心におこ
なっていたといわれている。今回、パリ・ミッション教
会の本部での資料調査をおこなう機会もあった。そこに
は明治期に日本に派遣された宣教師たちの記録が残され
ており、今後の追跡調査の良い資料を得ることができた。
本派遣の研究対象であった、生月島山田地区の「御前様」
は、調査の結果、「再布教時にこの島にもたらされたも
のである。」ということを考察しうる、という結果になっ
た。しかし、どの会派がもたらしたものであるのか、何
に基づく絵なのか、ということは結論付けることができ
なかった。今後、調査を進めることで、かくれキリシタ
ン信仰と、パリ・ミッション教会との関係性も明らかに
できるのではないかと考えている。
　今回、フランス国立高等研究院 東アジア文明研究セ
ンターへは、12月 22日～1月11日という期間の中で

図 8　生月島山田地区の御前様

図 7　生月島壱部地区の
　　　御前様

図 6　使徒ヨハネとイエス
　　　（最後の晩餐の一部分）

図 5　 シャンゼリゼ大通りからの
夜景

ど充実した内容の濃い時間となった。広州に着いたとき
から最後まで多くの人々に助けられ続けた。空港に到着
すると、チューターの劉成澄さんが待っていてくれた。
ホテルのチェックインを済ませ、大学に行き指導教員へ
のあいさつを終え、事前に連絡をもらっていた劉先生の
研究室に行く。劉先生はすぐにどんな調査がしたいかを
私に尋ね、色々と考えてくれた。そして距離が遠いから
とあきらめていた潮州調査が最初に決まった。それも「明
後日から潮州に行きなさい」と劉先生から私のチュー
ターに連絡が入り、私たちは急いで列車を予約し現地に
向かった。私が調査できたのも楽しく充実して過ごせた
のもチューター劉成澄さんのおかげである。彼女は公務
員試験目前の大変なときにもかかわらず、急遽1泊調査

　2014年 10月 20日から11月 9日まで中国の広州に
ある中山大学に3週間滞在し、灶神の調査をおこなった。
私の研究対象は、ベトナムの灶神である。灶神はベトナ
ムではオンタオと呼ばれる。なぜ広州の灶神を調査する
かというと、ベトナムには広州・潮州からの移民が多く
会館も建てられており、南部ホーチミンにあるチョロン
（中国人街）には多くの広東人が暮らしていることから、
広州周辺の灶神を調査することでベトナムのオンタオに
どのような影響を与えたかを研究することができると考
えたからである。
　とはいえ、広州は初めて。土地勘もなく言葉もほとん
ど話せない。どのような調査ができるのかと出発前はと
ても不安だった。しかし、この3週間は自分でも驚くほ

広東省広州市中山大学への派遣調査
鍋田　尚子

（歴史民俗資料学研究科　博士後期課程）
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代以来重なる改造によって、もう跡形なく消えてしまっ
た。また、12月 1日に、杭州拱墅区に在る明代古橋拱
宸橋並びに近所の運河博物館と刀・剣・剪博物館を見学
した。
　今回の訪問研究においては、多く有益な史料を入手し

ただけではなく、陳小法先生や聶友軍先生など浙江工商
大学東亜研究院の研究者達との交流もうまくいき、生活
の面においても、薛暁梅先生にいろいろお世話していた
だいた。ここに、東亜文化研究院の皆様のご厚意に心よ
りお礼を申し上げたい。

からないという。
　今後、かくれキリシタン信仰に関する研究を続けてい
く中で、このように「何を描いたのかが分からない。」
という事例に数多く出会うであろうことが予想される。
そのため、キリスト教の宗教芸術に関する図像学の知識
を深める必要があると考え、今回派遣を希望した。
　日本におけるキリスト教カトリックの歴史と、フラン
ス・パリの関係は深い。元々、日本へのキリスト教の布
教をおこなったのは、スペインのイエズス会士である、
フランシスコ・デ・ザビエルらの一派が最初であるとさ
れている。しかしその後の弾圧や禁教政策により、その
当時のキリシタン文化はほぼ失われてしまった。今では
それらを、かくれキリシタン信者たちのキリシタン文化
の中に、片鱗をうかがうことだけしかできない。
　しかし、その後、明治以降に日本国内でパリ・ミッショ
ン教会が精力的に布教活動をする中で、かくれキリシタ
ン信仰にも少なからず影響を与えていた、ということが
今回の調査で分かった。1873年に日本でのキリスト教
禁教令が解かれた後、真っ
先に再布教に乗り出した会
派こそが、パリ・ミッショ
ン教会である。そして、こ

　現在私は長崎県下における「かくれキリシタン信仰」
の調査・研究を進めている。今回、フランス国立高等研
究院 東アジア文明研究センターへの派遣を希望した理
由は2つある。1つは当研究センターが図像学や宗教学
に関する様々な研究実績を確立していることであり、も
う1つは当研究センターのヨセフ・キブルツ先生の指導
を仰ぎたいという希望があったからである。
　長崎県生月島のかくれキリシタン信仰においては「御
前様」と呼ばれる女人の描かれた掛け軸が祀られている。
しかし、彼らに聞き取りをおこなっても、これらが「何
の姿を描いたものなのか」ははっきりとは分からない、
という。江戸の弾圧期を聖職者のいない中で伝承を続け
ていくうちに「自分たちが何を祀っているのか」が分か
らなくなってしまったのである。そして今回、図像学の
手法を専門的に学ぶことによって明らかにしていきたい
と考えた絵画は生月島山田地区のものである。山田地区
の御前様も誰が描かれているのかについて信者たちは分

図 1　使徒ヨハネの立像
　　　（中世美術館にて撮影）

図 2　エッフェル塔 図 4　 マドレーヌ寺院内部の
パイプオルガン

図 3　サクレ・クール寺院内部

フランス国立高等研究院での
絵画研究

小泉　優莉菜
（歴史民俗資料学研究科　博士後期課程）
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